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■
ト
ラ
ン
プ
政
策
か
ら
見
え
る
リ
ス
ク

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
①
反
不
法
移
民
、

②
保
護
貿
易
主
義
（
反
自
由
貿
易
）、

③
孤
立
主
義
（
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス

ト
）
と
い
う
政
策
を
掲
げ
て
い
る
。
こ

の
点
か
ら
、
ま
ず
、
安
全
保
障
リ
ス
ク

と
し
て
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、
北
朝
鮮
を

抑
止
で
き
る
の
か
と
い
う
不
安
が
あ
る
。

ま
た
、
保
護
貿
易
主
義
の
リ
ス
ク
と
し

て
、
通
商
問
題
重
視
に
よ
る
日
本
の
自

動
車
産
業
へ
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
が
考
え

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
大
減
税
と
米
国
内

イ
ン
フ
ラ
投
資
拡
大
に
伴
う
財
政
赤
字

悪
化
の
リ
ス
ク
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

特
に
、
選
挙
戦
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
発

言
か
ら
、
日
米
安
全
保
障
に
対
す
る
理

解
度
の
低
さ
が
窺
え
る
。
日
米
安
全
保

障
と
は
、
日
本
の
防
衛
目
的
以
外
に
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の
ア
メ
リ
カ
の

■
変
化
を
求
め
る
巨
大
な
う
ね
り

　

ア
メ
リ
カ
経
済
面
を
み
る
と
、
景
気

は
拡
大
傾
向
を
示
し
、失
業
率
も
低
下
、

株
価
も
上
昇
す
る
な
ど
好
調
を
維
持
し

て
い
る
。

　

し
か
し
、
大
統
領
選
挙
時
、
ア
メ
リ

カ
国
民
意
識
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、

「
ア
メ
リ
カ
は
悪
い
方
向
に
向
か
っ
て

い
る
」
と
い
う
悲
観
的
な
回
答
が
６
割

を
超
え
て
い
た
。
悲
観
的
な
考
え
が
生

ま
れ
る
背
景
に
は
、
好
景
気
で
家
計
所

得
の
平
均
が
上
昇
す
る
一
方
で
、
中
間

層
か
ら
下
の
層
の
所
得
は
減
り
、
生
活

が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
格
差
の

拡
大
が
起
き
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

　

加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
に
は
、
約

１
，
２
０
０
万
人
の
不
法
移
民
が
流
入

し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
彼
ら
に
仕
事
を

奪
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
白
人
ブ
ル
ー

カ
ラ
ー
層
が
お
り
、
不
満
の
鬱
積
が

あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
選
挙
戦
で
、

ト
ラ
ン
プ
氏
は
不
法
移
民
を
キ
ツ
イ
発

言
で
非
難
し
た
。
多
く
の
白
人
層
が
自

身
の
代
弁
者
と
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
共
鳴

し
ト
ラ
ン
プ
旋
風
が
起
き
た
。
２
期
続

く
民
主
党
を
変
え
た
い
と
い
う
以
上
の

「
変
化
を
求
め
る
機
運
」
の
高
ま
り
を

受
け
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
大
統
領
選
を
勝

ち
抜
い
た
と
言
え
る
。

軍
事
的
展
開
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
は
こ
う
し
た

理
解
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
日
本
を
敵

国
と
認
識
し
て
い
る
可
能
性
も
拭
え
な

い
。
来
る
日
米
首
脳
会
談
で
き
ち
ん
と

理
解
を
求
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。

　

ま
た
、
尖
閣
諸
島
の
防
衛
面
で
も
、

ト
ラ
ン
プ
氏
の
態
度
に
よ
っ
て
は
、
中

国
に
よ
る
日
本
へ
の
挑
発
が
さ
ら
に
激

し
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
歴
代
大
統
領
と

色
々
な
意
味
で
違
っ
て
お
り
、「
異
次
元

の
不
確
実
性
」
が
あ
る
と
言
え
る
。
ト

ラ
ン
プ
氏
が
側
近
に
耳
を
傾
け
る
大
統

領
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
い
な
が
ら
、

今
は
、
日
本
政
府
が
や
れ
る
こ
と
を
実

行
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

2017年新春講演会2017年新春講演会
新たな米国政治と日米関係の展望新たな米国政治と日米関係の展望

東京大学大学院法学政治学研究科
教授　久保文明　氏
　岸田文雄外相が設立した有識者
会議「日米経済研究会2016」にも
参加するなど、米国政治外交史研
究の第一人者。

※１月23日に行った新春講演会の内容を
もとに本会で要約したものです。
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講
習
会
終
了
後
、
新
年
会
を
開
催
。

今
川
会
長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
っ
た
後
、

群
馬
県
商
政
課
課
長
・
上
原
英
之
氏
が

乾
杯
の
発
声
を
行
っ
た
。
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
親
睦
を
深
め
た
。

　

群
馬
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

（
今
川
守
会
長
）
は
、
２
月
７
日
、
高

崎
市
・
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
高
崎

に
お
い
て
、
講
習
会
及
び
新
年
会
を
開

催
し
た
。

　

ま
ず
、
ま
ち
と
ひ
と
感
動
の
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
代
表
・
藤
田
と
し
子
氏
が

「
ま
ち
の
魅
力
、
再
発
見
！
〜
中
心
商

店
街
の
に
ぎ
わ
い
と
回
遊
性
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行

い
、組
合
関
係
者
ら
37
人
が
参
加
し
た
。

　

藤
田
氏
は
ま
ず
、「
に
ぎ
わ
い
創
出
の

ゴ
ー
ル
は
単
な
る
歩
行
者
数
や
イ
ベ
ン

ト
来
場
者
数
の
増
加
で
は
な
く
、
幾
度

と
な
く
街
を
訪
れ
、
笑
顔
で
買
い
物
を

し
て
く
れ
る
お
客
様
を
創
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
の
商
店
街
に

し
か
な
い
『
価
値
』や
『
○
○
ら
し
さ
』

に
こ
だ
わ
っ
た
、
あ
え
て
に
ぎ
わ
い
を

求
め
な
い
活
性
化
事
業
も
必
要
だ
」
と

説
明
し
た
。

　

次
い
で
、
商
店
街
の
価
値
を
高
め
る

た
め
に
必
要
な
こ
と
は
来
街
者
の
回
遊

性
で
あ
る
と
解
説
し
、
千
葉
県
柏
市
で

取
組
ん
だ
「
ま
ち
な
か
マ
ッ
プ
」
の
作

成
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
、「
現
在
の
商
店
街
活
性
化
の

方
向
は
課
題
解
決
を
行
う
の
で
は
な
く
、

新
た
な
価
値
の
創
出
を
目
指
す
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
課
題
解
決
は
空
い
た
穴

を
埋
め
戻
す
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
次

か
ら
次
へ
と
課
題
が
発
生
し
、
解
決
が

追
い
つ
か
な
い
。
商
店
街
は
課
題
解
決

に
よ
っ
て
『
集
客
』
を
行
う
の
で
は
な

く
、
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
顧
客
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
呼

び
起
こ
す
『
創
客
』
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

藤田とし子 氏

多くが参加した講習会

上原課長による乾杯新年会の様子

◎
講
習
会
・
新
年
会
を
終
え
て

　

価
値
を
高
め
、
個
性
を
生
む
と
は
、

言
い
換
え
れ
ば
、
ブ
ラ
ン
ド
化
と
い

え
ま
す
。
商
店
街
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、

多
く
の
フ
ァ
ン
を
作
っ
て
下
さ
い
。

群馬県商店街振興組合連合会群馬県商店街振興組合連合会
講習会・新年会講習会・新年会
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援
等
を
実
施
し
て
い
る
」と
紹
介
し
た
。

　

さ
ら
に
「
量
産
を
行
っ
て
い
る
と
安

価
な
も
の
に
対
応
す
る
必
要
が
生
じ
る
。

開
発
や
設
計
と
い
う
、
情
報
の
上
流
で

仕
事
を
す
る
こ
と
が
重
要
。
人
と
人
と

の
め
ぐ
り
あ
わ
せ
が
新
た
な
可
能
性
を

生
む
。
こ
れ
か
ら
も
浜
野
製
作
所
は
、

積
極
的
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
と

と
も
に
、
変
化
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
し
つ

づ
け
る
」
と
述
べ
た
。

　

高
崎
問
屋
街
青
年
経
営
者
研
究
会

(

神
戸
俊
之
会
長)

は
、
２
月
９
日
、
高

崎
市
・
ビ
エ
ン
ト
高
崎
に
お
い
て
、「
競

争
を
勝
ち
抜
く
経
営
〜
お
も
て
な
し
の

心
を
持
っ
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会

を
開
催
し
た
。
講
師
は
株
式
会
社
浜
野

製
作
所
代
表
取
締
役
・
浜
野
慶
一
氏
。

　

浜
野
氏
は
、
経
営
理
念
を
「『
お
も

て
な
し
』
の
心
を
常
に
持
っ
て
お
客

様
・
ス
タ
ッ
フ
・
地
域
に
感
謝
・
還
元

し
、
夢
（
自
己
実
現
）
と
希
望
と
誇
り

を
持
っ
た
活
力
あ
る
企
業
を
目
指
そ

う
！
」
と
紹
介
。
策
定
し
た
経
緯
に
つ

き
、「
も
ら
い
火
に
よ
っ
て
本
社
お
よ
び

工
場
が
全
焼
し
、
倒
産
の
窮
地
に
追
い

込
ま
れ
た
。し
か
し
、顧
客
・
従
業
員
・

地
域
の
支
え
に
よ
り
、
再
建
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
恩
に
報
い
る
た
め
に

策
定
し
た
」
と
説
明
し
た
。

　

策
定
以
来
の
活
動
に
つ
い
て
、「
顧
客

の
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
拾
い
上
げ
て
、
試

作
品
１
個
か
ら
で
も
設
計
開
発
を
行
い
、

少
量
多
品
種
の
も
の
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
共

同
開
発
や
、
新
た
な
も
の
づ
く
り
に
挑

戦
す
る
企
業
に
向
け
た
技
術
開
発
の
支

ヌ
・
エ
ー
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
／
リ

サ
イ
ク
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
南
優
規

氏
。

　

南
氏
は
、再
生
資
源
業
界
の
変
遷
や
、

氏
が
実
際
に
見
て
き
た
中
国
の
市
場
動

向
等
を
説
明
し
た
。

　

続
け
て
、
①
今
後
有
望
と
思
わ
れ
る

輸
出
向
け
再
生
資
源
物
・
期
待
が
で
き

な
い
再
生
資
源
物
、
②
国
内
で
外
国
人

が
運
営
す
る
ヤ
ー
ド
に
関
す
る
考
え
、

③
今
後
10
年
の
資
源
回
収
会
社
の
あ
る

べ
き
姿
の
変
化
等
、
参
加
者
か
ら
の
質

問
に
対
し
、
個
別
に
詳
細
な
解
説
を

行
っ
た
。

◎
各
団
体
を
支
援
し
て

　

経
営
手
法
や
業
界
動
向
を
学
ぶ
青

年
部
の
こ
う
し
た
取
組
は
、
将
来
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
た
め
の
、
能
力
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
後
と
も
事

業
を
通
じ
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　群馬県中小企業団体青年協議会には、多数の青年部組織等が加入しています。本稿では、
中央会事業を活用し、２月に行った講習会を紹介します。

浜野慶一 氏

南優規 氏

　

群
馬
県
再
生
資
源
事
業
協
同
組
合
連

合
会
青
年
部(

大
澤
智
部
長)

は
、
２

月
11
日
、
前
橋
市
・
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気

21
に
お
い
て
、「
再
生
資
源
業
界
の
現
状

と
今
後
の
動
向
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会

を
開
催
し
た
。
講
師
は
、
株
式
会
社
エ

 

経
営
に
勝
ち
抜
く
経
営
手
法
を
学
ぶ

 

高
崎
問
屋
街
青
年
経
営
者
研
究
会

再
生
資
源
業
界
動
向
を
学
ぶ

群
馬
県
再
生
資
源
事
業(

協)

連
合
会
青
年
部

青 年 部 活 動
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　中小企業・小規模事業者の連携による取引力強化促進を図るために行う、共同販売・宣伝、
組合員の事業・企業紹介等を目的としたホームページやチラシの作成、組合員の受注促進等
の取組を支援するべく、取引力強化推進事業を実施しました。
　公募の結果、４件が採択となり、事業を実施・完了しました。事業を実施した組合は、次
のとおりです。

　

メ
ー
カ
ー
直
営
店
や
量
販
店
等
の
増

加
に
よ
り
、
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
事
業
を
活
用
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
。
こ
れ
に
よ
り
、
組

合
運
営
の
効
率
化
や
重
大
事
故
防
止
の

た
め
の
教
育
活
動
を
展
開
す
る
。
ま
た
、

各
種
情
報
発
信
を
推
進
し
、
顧
客
の
身

近
な
相
談
先
と
し
て
受
注
拡
大
を
図
る
。

め
、
公
園
や
庭
園
の
維
持
管
理
業
務
、

造
園
工
事
の
共
同
受
注
等
を
行
っ
て
い

る
。

　

今
回
、
共
同
受
注
の
機
会
拡
大
と
情

報
発
信
強
化
を
目
的
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
。
こ
れ
に
よ
り
、
明
る
く
気
軽

に
相
談
で
き
る
造
園
業
者
を
目
指
す
と

と
も
に
、
地
場
産
業
の
発
展
・
振
興
に

努
め
て
い
く
。

ン
イ
ラ
ス
ト
を
各
店
舗
の
店
頭
に
設
置
。

観
光
客
の
回
遊
性
を
促
進
す
る
ほ
か
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
魅
力

発
信
を
行
う
。

■
群
馬
県
タ
イ
ヤ
商
工(

協)

　

 「
受
注
拡
大
と
タ
イ
ヤ
安
全
整
備

の
周
知
の
た
め
の
Ｈ
Ｐ
作
成
」

■
お
に
し
緑
化(

協)

　

 「
受
注
拡
大
と
情
報
化
へ
の
積
極

的
対
応
に
向
け
た
Ｈ
Ｐ
作
成
」

■
沼
田
市
下
之
町
商
店
街(

振)

　

 「
真
田
丸
の
イ
ラ
ス
ト
設
置
に

　

よ
る
沼
田
文
化
の
魅
力
発
信
」

■
電
化
生
活
館
・
群
馬
家
電
事
業(

協)

　

 「
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
活
用
し

た
販
売
促
進
」

　

組
合
で
は
、天
然
記
念
物
の
「
冬
桜
」

を
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
桜
山
公
園
を
は
じ ＨＰでは講習会の模様も掲載

ＨＰには事業実績を掲載

店頭に設置された「丸絵」

　

平
成
28
年
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
真
田
丸
」
を
追
い
風
に
、
商
店
街

の
歩
行
者
数
が
倍
増
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を
リ
ピ
ー

タ
ー
に
す
る
た
め
、
本
事
業
を
活
用
し

「
丸
絵
」
と
呼
ば
れ
る
真
田
丸
の
フ
ァ

　

大
手
量
販
店
や
ネ
ッ
ト
通
販
が
台
頭

し
て
お
り
、
組
合
員
で
あ
る
個
店
単
位

の
販
売
・
宣
伝
活
動
だ
け
で
は
厳
し
い

状
況
を
迎
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
事
業
を
活
用
し
、
製
品
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
新
商
品
等
の
情
報
を

掲
載
し
た
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
作
成
。

今
後
は
、
地
域
密
着
型
の
家
電
店
な
ら

で
は
の
顧
客
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
販
売
促
進
に
よ
る
組
合
員
の

売
上
増
加
を
図
る
。

取 引 力 強 化 推 進 事 業


